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本報告書は、調布市の委託を受け、首都大学東京子ども・若者貧困研究センターが分析・執筆

したものである。分析にあたっては、東京都が行った「子供の生活実態調査」（平成 28 年）の調

布市の対象者のデータを用いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ】 

首都大学東京 子ども・若者貧困研究センター 

  〒192-0397   

八王子市南大沢１－１  首都大学東京 ５号館３５８号室・２５５号室 

電話：042-677-2065（センター直通）、 042-677-2126 (センター長） 
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【集計方法など】 
 

〇第２部以降のすべての集計は、自治体、年齢層、性別の回収率にてウェイトを付けて

集計している。 

 

〇本報告書においては、クロス表の掲載の際には、χ二乗検定によって分布が統計的に

有意であるかを検定している。その結果、1%範囲で有意である場合は表頭などに「***」、

5%で有意の場合は「**」、10%で有意の場合は「*」、有意でない場合は「X」を付して

いる。 

 

○世帯タイプは、保護者票の子どもと父親、母親それぞれの同居状況から判別してい

る。そのため、各制度や公的統計の定義とは必ずしも一致しない。 

 

○n 値が表示されていない図表は、有効回答の全数が n 値となるため表記を省略してい

る。一部の回答者のみが答えている項目のみ n 値を表記している。 

 

○調布市を東京都で調査を行った 4 自治体の加重平均と比較している項目と、調布市

を除く 3 自治体の加重平均と比較している項目がある。3 自治体との比較の場合のみ、

χ二乗検定を行い、統計的に有意な差があるか検証している。 

 


